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蔵
の
町
並
み
の
観
光
及
び
商
店
街

利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
町

の
施
設
と
し
て
設
置
し
管
理
す
る
も

の
で
す
。
現
在
の
駐
車
場
は
、
荒
町

中
央
駐
車
場
で
す
が
、
建
設
中
の
旧

派
出
所
跡
駐
車
場
も
完
成
後
加
え
ら

れ
ま
す
。

【
討
論
な
し　

原
案
可
決
】

条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条条

例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例

改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改

正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正

条

例

改

正

　

補
正
の
増
額
の
主
な
内
容
は
、
村

田
町
の
町
制
施
行
１
１
０
周
年
・
町

村
合
併　

周
年
記
念
と
歴
史
み
ら
い

５０

館
開
館　

周
年
記
念
事
業
を
実
施
す

１０

る
た
め
の
経
費
約
１
千
万
円
を
予
算

化
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
記
念
事
業

は　

月
に
予
定
し
、
ピ
カ
ソ
展
の
開

１０
催
と
式
典
、
記
念
誌
の
製
作
な
ど
が

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
補
正
で
は
、
菅
生
平

地
区
地
す
べ
り
に
係
る
見
舞
金　

万
６０

円
、
地
域
商
業
研
究
支
援
事
業
助
成

金　

万
円
増
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

７０

【
討
論
な
し　

原
案
可
決
】

開館 10周年を迎える歴史みらい館

　

６
月
定
例
議
会
は
、
６
月

　

日
と　

日
の
２
日
間
に
わ

16

17

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
条
例

制
定
案
件
が
２
件
、
補
正
予

算
案
件
が
６
件
、
選
挙
管
理

委
員
等
選
挙
１
件
、
議
員
発

議
案
件
３
件
、
報
告
案
件
２

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
審

議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

年
第
４
回
定
例
会

１６

村
田
町
蔵
の
町
並
み
駐
車
場

設
置
条
例
制
定

　

こ
の
条
例
は
、
個
人
情
報
の
取
扱

い
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
定
め
、

町
の
実
施
機
関
（
町
・
教
育
委
員
会
・

農
業
委
員
会
・
議
会
な
ど
）
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
開
示
等
を
求
め
る

個
人
の
権
利
を
明
ら
か
に
し
、
個
人

の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
制

定
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
、
町
が
保
有
す

る
個
人
情
報
に
つ
い
て
そ
の
本
人
に

限
り
開
示
等
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
他
人
の
情
報
は
見
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。

　

条
例
は　

年　

月
１
日
よ
り
施
行

１６

１０

さ
れ
ま
す
。【

討
論
な
し　

原
案
可
決
】

村
田
町
個
人
保
護
条
例
制
定

　

町
の
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
２

千
４
百
万
円
を
減
額
し
、
総
額
で　
５５

億
５
千
３
百
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
予
算
減
額
の
内
容
は
、
公

共
下
水
道
事
業
な
ど
の
た
め
に
特
別

会
計
に
繰
出
し
て
い
た
事
業
費
の
起

債
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
金
約
４
千
９
百
万
円
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
減
額
し
た
分
の
約
３
千
万

円
は
基
金
に
積
立
さ
れ
ま
す
。

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予

算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算

予　

　

算

一
般
会
計
補
正

　
　

２
千
４
百
万
円
減
額

蔵の町並み駐車場
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こんなことが決まりました

「採択とは」 …

　請願内容が妥当であり且

つ実現可能なものについて

は、 議会の議決により 「採

択」 となります。

　採択された内容は、町長

に送付され、町長は誠実に

対応することになっていま

すが、請願実現の強制力の

あるものではありません。

　

３
月
定
例
会
に
お
い
て
委
員
会
に
付

託
し
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

ま
し
た
こ
の
請
願
は
、
審
査
結
果
が
６

月
定
例
会
に
お
い
て
産
業
建
設
常
任
委

員
会
（
委
員
長
斉
藤
万
之
亟
）
よ
り
全

会
一
致
で
採
択
す
る
こ
と
に
決
し
た
と

の
報
告
が
な
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て

も
採
択
す
る
こ
と
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
討
論
な
し　

採
択
】

請
願
第
１
号
「
町
道
細
倉
〜
梨
木
沢

線　

無
刀
関
〜
姥
ヶ
懐
線
拡
幅
改
良

整
備
に
関
す
る
請
願
」

　

（
請
願
者
・
姥
ヶ
懐
第
一
区
道
路
愛

護
会
長
渡
辺
長
治
氏
ほ
か　

名
）

３１

　

紹
介
議
員　

渡
辺
人
志
・
平
岡
正
明

平
成　

年
度
の
繰
越
事
業

１５

　

平
成　

年
度
の
繰
越
事
業
に
つ
い

１５

て
左
の
表
の
と
お
り
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

繰
越
さ
れ
る
事
業
の
内
容
は
土
木

費
と
第
三
小
学
校
体
育
館
が
特
に
多

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
早
期

完
成
に
向
け
て
努
力
し
、
待
ち
望
ん

で
い
る
地
域
住
民
の
た
め
に
も
利
用

活
用
が
出
来
る
よ
う
望
み
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
村
田
町
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
が
議
会
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
選
挙
は
地
方
自
治
法
に
基
づ

き
議
会
に
お
い
て
選
挙
に
よ
り
行
う

も
の
で
す
。
選
挙
（
指
名
推
選
）
に

よ
り
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成　

年
７
月　

１６

２１

日
よ
り
４
年
間
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

大
槻　

忠
寿 
氏
（
沼
辺
北
）

藤
井　

信
一 
氏
（
足
立
西
）

平
間
美
智
子 
氏
（
本　

町
）

小
林　
　

亨 
氏
（
菅
生
下
）

選
挙
管
理
委
員
補
充
員

高
橋　

光
男 
氏
（
西　

町
）

小
川　

玲
子 
氏
（
本　

町
）

渡
辺　

孝
治 
氏
（
姥
ヶ
懐
）

小
山　

勇
一 
氏
（
菅
生
上
）

完成予定
月 日

翌 年 度
繰 越 額

事　　業　　名予 算 科 目

 7 月 31 日3,489,000村田町役場庁舎内部改修事業総 務 費

 8 月 31 日38,089,000農道笠谷線農林水産業費

8月 31 日3,780,000道路新設改良・舘大河原福田線土 木 費

10 月 29 日27,920,000市町村道整備事業　櫛道線

9月 30 日83,930,000相山線

8月 31 日12,770,000伊勢神社前線

9月 30 日22,300,000西町薄木線

10 月 29 日77,850,000川畑東山線

9月 30 日15,050,000街路建設事業　沼辺足立幹線

243,600,000土木費合計

11 月 30 日202,100,000村田第三小学校屋体建設事業教 育 費

9月 30 日22,580,150公共下水道事業川畑地区ほか特 別 会 計 分

509,858,150繰 越 合 計

平成１５年度事業・翌年度への繰越分（６月末現在未完成分）

（単位：円）

「町道細倉梨木沢・無刀関姥ヶ懐線」の拡幅改良整備の請願「町道細倉梨木沢・無刀関姥ヶ懐線」の拡幅改良整備の請願

村
田
町

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
・
補
充
員

選
挙

村
田
町

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
・
補
充
員

選
挙

村
田
町

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
・
補
充
員

選
挙

村村
田田
町町

選選
挙挙
管管
理理
委委
員員
会会

委委
員員
・・
補補
充充
員員

選選
挙挙

繰越事業の相山線
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任
期
満
了
に
伴
う
、
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
人

事
案
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

氏
名　

鈴
木
光
夫
氏　

（
再
任
）

　
　
　

昭
和
５
年
７
月
４
日
生

住
所　

沼
辺
字
北
寄
井
１
４
０
―
１

【
討
論
な
し
・
原
案
承
認
】

平地区地すべり（５月上旬）

　

「
果
物
の
王
様
」
と
い

え
ば
メ
ロ
ン
。
果
物
屋

さ
ん
に
は
美
味
し
そ
う

な
（
高
そ
う
な
？
）
メ

ロ
ン
が
並
ん
で
い
ま
す

よ
ね
。

　

と
こ
ろ
が
メ
ロ
ン
は

果
物
で
は
な
く
て
「
野

菜
」
な
の
で
す
。「
果

物
」
と
は
、
園
芸
学
上

の
定
義
に
よ
れ
ば
、
苗

木
が
生
長
し
て
実
が
な

り
、
そ
の
後
も
何
年
も

実
が
な
る
作
物
の
こ
と

で
す
か
ら
、
ミ
カ
ン
、

柿
、
栗
、
桃
、
ブ
ド
ウ

な
ど
は
果
物
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

メ
ロ
ン
や
ス
イ
カ
が
「
野

菜
」
だ
な
ん
て
、
な
ん
と
も
不

思
議
な
感
じ
が
し
ま
す
ね
。

て
ぃ
た
い
む

野菜の王様？　メロン…

固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

千
６
百
万
円
が
予
算
化
さ

れ
、
内
容
は
、
避
難
世
帯
に

対
す
る
仮
設
住
宅
等
建
設

工
事
費
が
１
千
万
円
、
住
宅

賃
借
料　

万
円
、
町
職
員
の

８０

配
備
な
ど
対
応
経
費
が
４

百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
地
す
べ
り
対
策
は

長
期
化
に
な
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
予
算

措
置
は
、
当
面
８
月
末
ま
で

の
経
費
と
し
て
予
算
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

臨
時
会
が
５
月　

日
に
開
会
さ

２８

れ
、
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予

１６

算
案
件
１
件
、
平
成　

年
度
最
終
補

１５

正
予
算
承
認
案
件
７
件
、
人
事
案
件

１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と

お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
す
べ
り
対
策
費

１
千
６
百
万
円
を
計
上

　

４
月
に
発
見
さ
れ
た
菅
生
平
地

区
の
地
す
べ
り
対
策
と
し
て
、
平
成

　

年
度
一
般
会
計
に
お
い
て
約
１

１６ 平
成　

年
第
３
回
臨
時
会

１６

仮設住宅の建設（旧農協菅生支所）

地すべり現場
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一 般 質 問一一 般般 質質 問問

　

合
併
協
議
会
も
早
い
も
の
で
、

第　

回
ま
で
に
な
っ
た
。
し
か

２２
し
、
実
際
に
決
ま
っ
た
の
は
、

新
市
の
名
称
を
柴
田
市
と
す
る

こ
と
、
そ
れ
か
ら
、
相
当
数
の

調
整
項
目
だ
け
だ
。　

さ
て
、

今
後
、
合
併
協
議
会
で
論
議
に

な
る
中
心
点
に
つ
い
て
、
質
問

す
る
の
で
、
町
長
の
考
え
方
を

尋
ね
る
。

①
当
面
、
５
年
間
の
新
市
事
務

所
の
位
置
に
つ
い
て
。
当
面
５

年
間
ぐ
ら
い
の
事
務
所
の
位
置

だ
か
ら
、
人
口
の
多
い
柴
田
町

役
場
に
、
村
田
の
殆
ど
の
委
員

は
投
票
し
た
。
し
か
し
、
４
分

の
３
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
今
後

と
も
柴
田
町
役
場
で
頑
張
り
た

い
と
思
う
。
当
面
５
年
間
ぐ
ら

い
は
総
合
支
所
方
式
に
す
る
の

で
、
今
ま
で
ど
お
り
村
田
の
支

所
で
村
田
の
住
民
は
用
を
た
せ

る
か
ど
う
か
。

②
５
年
後
の
新
庁
舎
の
建
設
に

つ
い
て
。
私
は
、
新
し
い
場
所

に
新
庁
舎
を
建
設
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
趣
旨
で
臨
み
た
い
と

思
う
。
合
併
協
議
会
か
ら
の
資

料
に
よ
っ
て
も
、
柴
田
町
役
場

も
、
大
河
原
役
場
も
、
敷
地
面

積
と
床
面
積
と
も
に
、
合
併
し

て
職
員
約
４
５
０
名
も
入
る
に

は
狭
す
ぎ
る
、
住
民
や
職
員
の

駐
車
場
も
狭
す
ぎ
る
。

建
設
場
所
は
、
三
町
の
各
地
域

か
ら
等
距
離
に
あ
る
位
置
に
と

な
る
と
、
当
然
村
田
町
内
に
な

る
。
こ
の
考
え
は
。

③
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
。
私
は
、

三
町
民
が
「
合
併
賛
成
」
と
の

住
民
投
票
結
果
が
出
た
場
合
、

在
任
特
例
や
定
数
特
例
を
用
い

ず
に
、
原
則
的
に
定
数　

名
に

３０

し
て
、
合
併　

日
以
内
に
市
議

５０

選
挙
を
行
な
う
こ
と
を
主
張
し

て
頑
張
り
た
い
と
思
う
。
た
だ

し
、
合
併
直
後
の
最
初
の
選
挙

に
限
っ
て
は
、
三
町
と
も
そ
れ

ぞ
れ　

名
ず
つ
の
定
数
に
し
て
、

１０

各
町
ご
と
に
選
挙
を
す
る
小
選

挙
区
制
に
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

④
合
併
の
時
期
に
つ
い
て
。
私

は
、
今
の
合
併
協
議
会
の
協
議

の
進
行
状
況
か
ら
い
っ
て
、
来

年
の
３
月　

日
ま
で
に
合
併
す

３１

る
と
い
う
の
は
至
難
の
業
だ
と

思
う
。
こ
れ
は
何
も
わ
が
三
町

だ
け
で
な
く
、
全
国
的
傾
向
だ
。

去
る
５
月　

日
に
可
決
さ
れ
た

２６

新
合
併
特
例
法
に
よ
る
と
、
平

成　

年
の
３
月　

日
ま
で
延
び

１８

３１

た
。
今
後
は
住
民
の
立
場
に

立
っ
て
じ
っ
く
り
と
議
論
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
私

は
、
合
併
の
期
日
は
、
再
来
年

の
３
月　

日
に
す
べ
き
と
思
う

３１

が
ど
う
か
。

町
長

①
当
面
５
年
間
の
新
市
事
務
所

の
位
置
に
つ
い
て
、
議
員
が
述

べ
た
こ
と
に
、
基
本
的
に
同
様

の
考
え
方
だ
。
あ
く
ま
で
も
、

当
面
５
年
間
の
暫
定
の
事
務
所

と
い
う
こ
と
で
、
総
合
支
所
機

能
を
も
っ
て
、
急
激
な
変
化
も

な
く
、
現
在
の
行
政
体
制
が
維

持
さ
れ
る
の
で
、
議
員
も
指
摘

し
て
い
る
よ
う
に
譲
り
合
い
の

精
神
に
よ
っ
て
解
決
で
き
る
も

の
と
考
え
る
。

②
概
ね
５
年
後
に
は
新
庁
舎
を

建
設
し
、
現
在
あ
る
村
田
庁
舎
、

柴
田
庁
舎
、
大
河
原
庁
舎
を
そ

れ
ぞ
れ
の
支
所
と
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
組
ん
だ
形
で
均
衡
の

あ
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。

③
三
町
の
町
民
か
ら
集
め
た

（
在
任
特
例
や
定
数
特
例
に
対

し
て
の
）
反
対
署
名
が
相
当
数

あ
る
こ
と
と
、
合
併
協
議
会
が

昨
年
実
施
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
中
で
、
合
併
に
期
待

す
る
こ
と
と
し
て
、　

・
３
％

５６

と
い
う
圧
倒
的
な
率
で
議
員
や

職
員
の
減
少
に
よ
る
経
費
の
削

減
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

住
民
の
方
々
の
思
い
を
率
直
に

と
ら
え
れ
ば
、
議
員
が
述
べ
て

い
る
原
則
選
挙
で
い
く
べ
き
だ

と
思
う
。
ま
た
、
小
選
挙
区
各

町　

名
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

１０
は
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
大

い
に
議
論
し
て
み
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。

④
合
併
特
例
法
が
一
部
改
正
さ

れ
た
、
合
併
協
議
が
進
行
し
て

い
な
い
、
新
市
建
設
計
画
を
議

論
す
る
時
間
が
確
保
さ
れ
た
、

電
算
シ
ス
テ
ム
統
合
に
要
す
る

期
間
が
確
保
さ
れ
た
、
合
併
協

議
会
に
お
い
て
、
委
員
の
一
部

か
ら
合
併
ま
で
時
間
が
な
い
と

い
う
こ
と
だ
け
で
、
と
に
か
く
、

議
論
が
深
ま
ら
な
か
っ
た
部
分

が
解
消
さ
れ
る
も
の
と
大
い
に

期
待
す
る
。

住
民
に
納
得
の

い
く
形
で
進
め
た
い

佐 藤 年 夫 議員

今今今今今今今今今今今今今今後後後後後後後後後後後後後後のののののののののののののの合合合合合合合合合合合合合合併併併併併併併併併併併併併併協協協協協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会のののののののののののののの今後の合併協議会の　　　　
論論論論論論論論論論論論論論議議議議議議議議議議議議議議のののののののののののののの中中中中中中中中中中中中中中心心心心心心心心心心心心心心点点点点点点点点点点点点点点ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててて論議の中心点について

第 24回合併協議会（７月８日）
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１　

三
町
合
併
に
つ
い
て

①
こ
れ
ま
で
の
法
定
協
議
会
の

進
捗
状
況
を
町
長
と
し
て
ど
う

見
て
い
る
の
か
。
又
、
今
後
の

法
定
協
議
会
の
進
め
方
は
ど
う

あ
る
べ
き
と
考
え
る
の
か
お
聞

か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
５
月
の
法
定
協
議
会
の
中
で

新
市
の
事
務
所
の
位
置
に
つ
い

て
投
票
が
あ
っ
た
訳
で
す
が
、

そ
の
結
果
は
柴
田
が　

、
大
河

１６

原
が　

と
言
う
結
果
で
し
た
。

１１

新
聞
報
道
で
は
村
田
町
の
大
部

分
の
委
員
が
柴
田
町
に
投
票
し

た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
の

結
果
は
村
田
町
内
の
み
な
ら
ず

大
変
な
反
響
を
与
え
た
と
思
い

ま
す
。
町
民
は
な
ぜ
柴
田
な
の

か
、
そ
の
理
由
を
聞
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
町
長
と
し
て

な
ぜ
柴
田
に
投
票
し
た
の
か
、 そ

の
理
由
を
説
明
し
て
頂
き
た
い
。

③
町
長
は
三
町
合
併
に
つ
い
て

は
町
民
の
皆
様
の
意
向
を
尊
重

し
た
い
と
常
々
言
っ
て
い
る
訳

で
す
が
住
民
投
票
に
お
い
て
投

票
率　

％
以
上
を
成
立
要
件
と

５０

す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
も
し

投
票
率
が　

％
に
届
か
な
い
状

５０

況
に
あ
っ
た
場
合
、
町
民
の
意

向
を
ど
の
様
に
確
認
す
る
つ
も

り
な
の
か
。
又
、
投
票
率
が　
５０

％
未
満
と
な
り
開
票
し
な
い
と

な
れ
ば
住
民
投
票
に
係
る
経
費

は
ム
ダ
に
な
る
と
思
い
ま
す
が

誰
が
ど
う
責
任
を
と
る
つ
も
り

か
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

町
長

１　

三
町
合
併
に
つ
い
て

①
５
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
合
併

２７

協
議
会
で
通
算　

回
を
数
え
協
定

２２

項
目
全
部
で　

項
目
あ
る
内
す
で

５４

に　

項
目
が
確
認
済
み
と
な
り
、

４７
進
捗
率　

％
の
状
況
に
あ
る
と
思

８７

い
ま
す
。
全
体
的
に
見
て
遅
れ
気

味
に
な
っ
て
い
る
と
は
思
い
ま
す
。

合
併
協
議
会
の
目
的
に
沿
っ
て
住

民
に
し
っ
か
り
説
明
で
き
る
新
市

建
設
計
画
を
策
定
し
最
終
的
な
判

断
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
合
併
ま
で
時
間
が
な

い
と
い
う
そ
の
こ
と
だ
け
を
取
り

上
げ
議
論
す
べ
き
重
要
な
点
を
軽

視
す
る
よ
う
な
進
め
方
だ
け
は
で

き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
投
票
は
無
記
名
投
票
で
あ
り

そ
の
投
票
行
為
は
各
委
員
の
意

思
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
場
に
い
て
感
じ
た
こ
と
を

申
し
上
げ
れ
ば
、
柴
田
か
大
河

原
か
の
選
択
に
あ
た
っ
て
の
根

底
に
は
当
面
５
年
間
の
暫
定
期

間
に
限
っ
て
の
こ
と
で
あ
り
、

大
河
原
の
委
員
の
主
張
す
る
論

投
票
率　

％
未
満
は

５０

合
併
に
無
関
心
と
判
断

点
に
や
や
も
す
る
と
暫
定
５
年

間
で
は
な
く
、
５
年
後
に
お
い

て
も
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
新
市

の
事
務
所
と
感
じ
取
れ
た
。
反

面
柴
田
の
委
員
か
ら
は
あ
く
ま

で
も
暫
定
５
年
間
の
事
務
所
の

位
置
の
選
択
で
あ
り
、
５
年
後

に
お
い
て
は
村
田
も
交
え
て
新

市
の
事
務
所
の
位
置
を
協
議
す

べ
き
と
の
発
言
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
こ
と
は
将
来
の

柴
田
市
の
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
た
と
き
、
新
庁
舎
の

建
設
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
新

市
の
事
務
所
が
ど
こ
に
位
置
す

べ
き
か
大
い
に
議
論
す
べ
き
と

言
う
判
断
に
た
っ
た
も
の
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

③
村
田
町
の
過
去
５
年
間
の
選

挙
結
果
は
い
ず
れ
の
選
挙
に
お

い
て
も　

％
は
優
に
超
え
て
お

５０

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
投
票
率
が

　

％
を
割
る
こ
と
は
想
定
で
き

５０な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

で
も
万
が
一
の
事
態
が
起
こ
っ

た
場
合
以
前
の
投
票
率
か
ら
見

て
も
町
民
の
皆
様
が
合
併
に
対

し
て
関
心
無
し
と
判
断
せ
ざ
る

を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。

２　

公
共
工
事
に
つ
い
て

①
現
在
係
争
中
の
事
案
と
微
妙

な
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
ご
了
承
願
い
た
い
。

吉 野 敏 明 議員

町町町町町町町町町町町町町町のののののののののののののの諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸諸問問問問問問問問問問問問問問題題題題題題題題題題題題題題にににににににににににににに対対対対対対対対対対対対対対すすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるる町の諸問題に対する　　　
町町町町町町町町町町町町町町当当当当当当当当当当当当当当局局局局局局局局局局局局局局のののののののののののののの見見見見見見見見見見見見見見解解解解解解解解解解解解解解ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててて町当局の見解について

２　

公
共
工
事
に
つ
い
て

①　

年
度
の
村
田
町
発
注
の
公

１５
共
工
事
に
つ
い
て
、　

年
度
の

１５

入
札
調
書
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は　

年
１５

度
発
注
工
事　

件
の
内
、
町
内

３３

業
者
落
札
が　

件
、
町
外
業
者

３１

落
札
が
２
件
と
町
内
業
者
の
落

札
が
全
体
の　

・
４
％
と
地
元
企

９７

業
育
成
の
面
か
ら
み
て
、
い
い

結
果
だ
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
内
業
者
の
落
札
状

況
を
見
て
み
る
と
、
特
定
の
業
者

の
み
の
指
名
と
な
っ
て
お
り
、
町

内
に
本
店
を
置
く
他
の
企
業
は

１
件
の
指
名
も
受
け
て
い
な
い

企
業
が
数
社
あ
り
ま
し
た
。

　

又
、
予
定
価
格
に
対
す
る
落

札
率
を
見
る
と
特
に
指
名
の
多

い
７
社
の
落
札
率
は　

・
２
％

９７

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
驚
く
こ
と
に
、

町
発
注
工
事
の
全
体
の
８
億
１

千
５
百　

万
円
の
総
額
の
う
ち

８９

５
億
３
千
百　

万
円
、
受
注
率

２８

　

・　

％
を
受
注
し
て
い
る
企

６５

１２

業
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の　

年
度
の
公
共
工
事
の

１５

入
札
状
況
を
見
て
町
当
局
の
見

解
と
、
今
後
の
入
札
制
度
等
の

改
革
の
考
え
方
を
お
聞
か
せ
願

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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福
祉
タ
ク
シ
ー
代
助
成
に
つ
い

て
　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
車

を
運
転
し
な
い
高
齢
者
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
又
、
高
齢
者

に
な
り
ま
す
と
身
体
の
ど
こ
か

に
支
障
を
き
た
し
て
、
病
院
等

に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
一
般
的
で
す
。

　

通
院
す
る
た
め
に
は
交
通
の

便
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
交
通
機
関
と
し
て
バ

ス
等
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
ス
の

沿
線
か
ら
離
れ
た
場
所
に
住
ん

で
い
る
足
腰
の
弱
い
人
は
バ
ス

を
利
用
し
た
く
て
も
で
き
な
い

状
況
で
不
自
由
な
思
い
を
さ
れ

て
い
る
方
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
た
め
に
年
金
か
ら
タ

ク
シ
ー
代
を
払
っ
て
通
院
さ
れ

て
い
た
り
、
な
か
に
は
病
院
に

週
２
回
行
く
所
を
１
回
に
し
た

り
、
２
週
間
に
１
回
に
し
た
り

工
夫
し
て
通
院
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

通
院
が
大
変
だ
か
ら
と
い
っ

た
理
由
で
入
院
さ
れ
ま
す
と
町

の
経
済
的
負
担
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
福
祉
の
向
上
、
充
実
の

た
め
に
も
高
齢
者
、
障
害
者
向

け
の
外
出
支
援
の
施
策
と
し
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

が
あ
り
ま
す
。

　

車
を
運
転
し
な
い
高
齢
者
、

障
害
者
の
方
に
タ
ク
シ
ー
利
用

券
六
百
円
助
成
す
る
も
の
で
す
。

す
で
に
実
施
し
て
い
る
町
村
が

あ
り
ま
す
の
で
村
田
町
で
も
こ

の
よ
う
な
助
成
を
考
え
て
い
た

だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

更
に
、
高
齢
者
の
交
通
手
段

と
し
て
町
内
外
に
限
ら
ず
医
療

機
関
へ
の
通
院
や
ス
ー
パ
ー
な

ど
の
買
い
物
等
に
リ
フ
ト
付
ワ

ゴ
ン
車
を
巡
回
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
し
よ
う
か
お
伺
い

い
た
し
ま
す
。

町
長

　

介
護
保
険
の
認
定
が
要
介
護

４
以
上
で
心
身
の
障
害
及
び
傷

病
等
の
理
由
に
よ
り
臥
床
し
て

い
る
方
や
、
身
体
障
害
者
１
級

２
級
に
該
当
す
る
肢
体
不
自
由

な
方
、
更
に
一
人
暮
ら
し
等
で

自
宅
か
ら
一
般
の
交
通
機
関
が

遠
距
離
の
た
め
利
用
す
る
こ
と

が
困
難
な
方
な
ど
を
対
象
に
、

居
宅
と
医
療
機
関

や
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
場
所
に

移
動
す
る
た
め
に
、

リ
フ
ト
付
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た

場
合
に
月
２
回
を

限
度
と
し
て
助
成

し
て
い
る
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
き
ま

し
て
は
、
村
田
町

社
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
移
動
す

る
こ
と
が
困
難
な

在
宅
の
障
害
者
に

対
し
、
車
椅
子
と

移
動
式
寝
台
兼
用

の
リ
フ
ト
付
ワ
ゴ

ン
車
を
貸
し
出
す

事
業
を
実
施
し
て

今
後
の
福
祉
施
策
も
含
め

前
向
き
に
検
討
し
た
い

高齢者・障害者に福祉タクシーは

山 家 あ つ 子 議員

高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者・・・・・・・・・・・・・・障障障障障障障障障障障障障障害害害害害害害害害害害害害害者者者者者者者者者者者者者者支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援にににににににににににににに高齢者・障害者支援に　　　
福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉タタタタタタタタタタタタタタククククククククククククククシシシシシシシシシシシシシシーーーーーーーーーーーーーー助助助助助助助助助助助助助助成成成成成成成成成成成成成成はははははははははははははは福祉タクシー助成は

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
社
会

福
祉
協
議
会
の
会
員
限
定
で
あ

り
ま
す
が
、
利
用
者
に
は
一
定

の
利
用
料
金
及
び
燃
料
代
等
を

ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

確
か
に
歩
行
困
難
な
高
齢
の

方
や
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
に

と
っ
て
は
、
通
院
の
た
め
の
足

の
確
保
は
必
要
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
す
し
、
外
出
支
援
策
と
し

て
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度
は
有
効

な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
町
に
お

い
て
も
各
種
の
高
齢
者
福
祉
事

業
や
、
障
害
者
に
対
す
る
扶
助

に
取
り
組
ん
で
お
る
こ
と
も
事

実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
に
は
、
三
町
合
併
の
協
議

が
進
む
中
で
新
た
な
福
祉
事
業

の
取
り
組
み
に
は
調
整
も
必
要

と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
従
い

ま
し
て
、
リ
フ
ト
付
ワ
ゴ
ン
車

の
巡
回
に
つ
き
ま
し
て
も
財
政

に
お
け
る
歳
入
不
足
が
深
刻
化

す
る
中
で
、
今
後
の
福
祉
施
策

の
あ
り
方
も
含
め
な
が
ら
、
前

向
き
に
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
理

解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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一
、
①
金
谷
〜
広
畑
線
と
県
道

岩
沼
・
蔵
王
線
の
交
差
点
に
信

号
機
を
設
置
す
る
事
に
関
し
て

で
す
が
、
県
の
予
算
の
範
囲
で

設
置
順
番
を
待
っ
て
い
る
状
況

は
わ
か
り
ま
す
が
、
菅
生
平
地

区
の
地
す
べ
り
の
影
響
で
県
道

仙
台
・
村
田
線
の
迂
回
路
も
重

な
り
、
更
に
交
通
量
が
増
え
て

い
ま
す
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し

て
る
車
も
多
い
の
で
か
な
り
の

危
険
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
信
号

機
設
置
を
含
め
た
安
全
確
保
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

②
信
号
機
設
置
に
時
間
が
掛
か

る
な
ら
ば
、
宮
城
交
通
前
や
第

三
小
の
処
の
交
差
点
な
ど
、
設

置
ま
で
の
間
、
き
ち
ん
と
交
通

安
全
対
策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
看
板
等
は

数
ヶ
所
あ
り
ま
す
が
、
見
に
く

い
箇
所
も
あ
り
、
目
立
つ
よ
う

な
看
板
設
置
等
の
措
置
を
早
急

に
講
じ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す

が
如
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
平

日
も
含
め
た
交
通
指
導
隊
等
の

要
請
を
考
え
て
い
る
か
お
聞
か

せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
①
改
正
合
併
関
連
三
法
が

成
立
し
、
来
年
の
３
月　

日
ま

３１

で
に
合
併
す
る
こ
と
を
決
め
、

平
成　

年
度
内
に
合
併
し
た
場

１７

合
、
普
通
交
付
税
の
差
額
分
の

（
推
定
）
７
億
５
千
万
円
が
増

え
る
と
い
う
見
方
が
出
来
ま
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

②
合
併
協
議
会
で
協
定
内
容
が

な
か
な
か
合
意
出
来
な
け
れ
ば
、

協
議
会
の
開
催
回
数
を
多
く
す

る
事
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が

如
何
で
し
ょ
う
か
。

③
来
年
の
３
月　

日
ま
で
に
合

３１

併
す
る
か
合
併
の
期
日
を　

年
１７

度
内
の
日
に
決
め
県
に
届
け
な

け
れ
ば
、
現
行
法
で
の
優
遇
措

置
が
な
く
な
り
、
財
政
効
果
が

薄
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
条
例
制

定
、
住
民
説
明
会
と
住
民
投
票

の
時
期
が
い
つ
頃
に
な
る
か
考

え
を
伺
い
ま
す

④
合
併
協
議
会
で
は
、
本
庁
を

何
処
に
置
く
か
で
投
票
が
あ
り

ま
し
た
が
、
新
庁
舎
を
建
て
る

案
と
本
庁
舎
に
決
ま
っ
た
庁
舎

を
改
築
す
る
案
ど
ち
ら
か
決
め

て
か
ら
本
庁
舎
の
話
を
進
め
る

べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
が
如
何

し
ょ
う
か
。

⑤
合
併
協
議
会
委
員
が
町
民
の

意
見
を
反
映
し
た
形
で
、
協
議

会
の
場
で
意
見
を
言
え
る
よ
う

に
町
民
か
ら
の
意
見
の
集
め
る

機
会
を
つ
く
っ
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。

導
隊
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
内
部
的
に
協
議
を
し
安
全

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す

二
、
①
国
が
、
何
故
合
併
特
例

法
の
改
正
を
行
い
経
過
措
置
を

設
け
た
か
の
主
旨
を
十
分
に
理

解
し
、
新
市
建
設
計
画
を
議
論

す
る
時
間
や
法
令
等
の
調
整
期

間
ま
た
電
算
シ
ス
テ
ム
の
準
備

期
間
等
を
勘
案
し
て
議
論
し
て

行
き
た
い
。

②
準
備
等
で
月
２
回
が
限
度
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

③
７
月
下
旬
開
催
の
合
併
協
議

会
に
一
番
の
基
点
と
な
る
新
市

建
設
計
画
が
承
認
さ
れ
る
事
を

願
っ
て
ま
す
が
、
新
市
の
事
務

所
や
位
置
、
議
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
り
扱
い
が
確
認
さ
れ
、

新
市
建
設
計
画
の
財
政
計
画
に

反
映
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
住
民
説
明
会
等
の
日

程
も
明
確
に
な
ら
な
い
状
況
に

ご
ざ
い
ま
す
。

④
進
め
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、

合
併
協
議
会
に
お
い
て
調
整
案

を
三
分
割
し
て
順
に
上
か
ら
確

認
し
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
て

お
り
ま
す
。

⑤
村
田
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

町
民
の
方
々
の
意
見
を
頂
く
よ

う
な
配
慮
を
さ
せ
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。

町
長

一
、
①
金
谷
・
広
畑
線
の
開
通

の
折
か
ら
継
続
し
て
県
に
要
望

し
て
い
ま
し
た
が
、
迂
回
路
と

し
て
の
交
通
量
も
踏
ま
え
、
改

め
て
要
望
を
し
て
お
り
ま
す
。

地
す
べ
り
対
策
の
予
算
の
運

用
・
活
用
を
含
め
関
係
す
る
部

署
等
に
お
願
い
や
ご
相
談
も
さ

せ
て
頂
き
、
一
日
も
早
い
形
で

設
置
し
て
頂
く
よ
う
考
え
て
お

り
ま
す
。

②
「
注
意
」
等
の
標
識
は
道
路

管
理
者
で
も
設
置
は
出
来
ま
す
。

岩
沼
・
蔵
王
線
は
県
に
強
く
要

請
し
た
所
で
す
。
交
通
安
全
指

予
算
の
運
用
を
含
め
対
応交通量が増えた石生地区
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一　

み
た
び
、
合
併
に
つ
い
て

　

合
併
す
る
三
町
の
う
ち
で
村

田
が
一
番
そ
れ
を
必
要
と
し
、

合
併
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
恩
恵

を
得
る
立
場
に
あ
る
、
そ
の
想

い
が
町
民
の
間
に
深
く
浸
透
し

て
い
る
何
よ
り
の
証
拠
は
、
議

会
で
合
併
反
対
や
慎
重
論
が
こ

れ
ま
で
一
度
も
表
明
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
で
明
ら
か
で
す
。

　

合
併
協
議
で
は
、
サ
キ
を
望

ん
で
呻
吟
す
る
老
会
長
の
両
脇

で
自
己
主
張
し
て
い
る
若
い
柴

田
町
長
、
村
田
町
長
の
両
副
会

長
 
そ
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま

い
ま
す
。
副
会
長
と
し
て
の
仕

事
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に

事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
任
を
代

行
す
る
こ
と
な
の
で
す
が
。

①
来
年
３
月
末
の
期
限
ま
で
に

間
に
合
う
よ
う
に
、
新
市
建
設

計
画
を
え
が
き
、
そ
れ
を
元
に

粛
々
と
住
民
意
向
調
査
を
実
施

す
る
、
そ
の
決
意
を
会
長
補
佐

役
と
し
て
の
副
会
長
・
佐
藤
洋

治
と
し
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

②
幸
い
、
長
い
行
政
経
験
を
有

す
る
収
入
役
、
他
町
に
は
例
の

な
い
合
併
検
討
対
策
を
職
務
と

す
る
室
長
が
出
席
し
て
い
ま
す
。

収
入
役
に
は
こ
れ
ま
で
長
期
に

わ
た
っ
て
町
の
収
支
を
見
て
き

た
立
場
か
ら
将
来
的
な
そ
の
展

望
。
対
策
室
長
か
ら
は
昨
年
９

月
に　

月
議
会
に
で
も
と
約
束

１２

い
た
だ
い
た
近
未
来
の
町
単
独

経
営
の
見
通
し
と
対
策
を
具
体

的
に
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

③
当
町
議
会
に
は
合
併
調
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
特
別
委
員
会
で

の
熱
い
論
議
が
合
併
協
議
の
現

場
に
も
た
ら
さ
れ
な
い
、
ま
っ

た
く
無
視
さ
れ
る
。
こ
れ
は
こ

の
町
の
民
主
主
義
の
問
題
で
、

特
別
委
員
会
は
そ
の
機
能
を
停

止
し
て
い
ま
す
。

　

町
長
が
合
併
協
副
会
長
の
職

責
を
全
う
す
る
に
は
、
協
議
会

委
員
の
総
入
れ
替
え
を
考
え
る

時
だ
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で

す
か
。

二　

竹
の
内
総
合
対
策
検
討
委

員
会
に
つ
い
て

　

知
事
自
身
が
遺
憾
の
意
を
表

明
し
て
住
民
に
謝
罪
し
、
住
民

代
表
を
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
た
竹

の
内
総
合
対
策
検
討
委
員
会
が

活
動
を
開
始
し
、
処
分
場
問
題

は
一
挙
に
解
決
か
、
普
通
に
は

そ
う
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
竹
の
内
総
合
対
策
検
討

委
員
設
置
を
提
案
し
、
委
員
の

一
人
と
し
て
協
議
に
加
わ
っ
て

い
て
の
実
感
は
日
暮
れ
て
な
お

道
遠
し
だ
と
言
う
し
か
か
あ
り

ま
せ
ん
。
竹
の
内
総
合
対
策
検

町
長

一　

合
併
に
つ
い
て
は
、
先
行

き
不
透
明
な
三
位
一
体
改
革
の

途
中
で
、
先
が
見
通
せ
な
い
と

き
に
進
め
と
言
う
立
場
に
は
な

い
。　

将
来
に
問
題
の
な
い
形

で
、
新
市
建
設
計
画
と
村
田
町

単
独
で
の
計
画
を
示
し
て
住
民

意
向
調
査
に
臨
み
ま
す
。

　

当
町
代
表
の
合
併
協
委
員
は

そ
の
立
場
立
場
で
優
れ
た
識
見

を
発
揮
さ
れ
る
方
た
ち
で
す
。

二　

竹
の
内
は
廃
棄
物
量
の
確

定
と
そ
の
撤
去
、
水
没
道
対
策
、

地
下
水
汚
染
対
策
に
つ
い
て
強

力
に
県
に
働
き
か
け
ま
す
。

三　

町
政
の
優
先
順
位
に
つ
い

て
も
持
論
の
対
話
と
実
行
を
は

か
っ
て
、
誤
り
な
く
進
め
ま
す
。

「
対
話
と
実
行
」誤
り
な
い

町
の
進
路
を
選
択
し
ま
す

佐 藤 正 隆 議員
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討
委
員
会
を
提
案
し
た
と
き
提

示
し
た
三
つ
の
条
件
は

�
事
務
局
は
従
来
の
廃
棄
物
対

策
課
で
は
な
く
新
設
の
別
組

織
と
す
る
こ
と

�
こ
れ
ま
で
の
廃
対
の
汚
染

デ
ー
タ
を
見
直
し
て
一
か
ら

調
査
を
し
直
す
こ
と

�
委
員
会
が
処
分
場
浄
化
の
引

延
し
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
な

ら
私
た
ち
は
何
時
で
も
総
辞

任
す
る
こ
と

　

私
た
ち
を
委
員
と
し
て
推
薦

し
た
町
長
に
辞
任
の
了
解
も
得

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

住
民
団
体
が
こ
れ
ま
で
町
に
求

め
て
き
た
も
っ
と
も
大
切
な
こ

と
は
、
町
全
体
で
竹
の
内
を
共

有
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私

た
ち
は
全
く
の
四
面
楚
歌
の
状

態
を
戦
っ
て
き
て
今
日
に
至
っ

た
と
い
う
の
が
実
感
な
の
で
す

か
ら
。

三　

町
道
高
田
・
関
場
線
、
都
市

計
画
街
路
豊
田
・
元
舘
線
な

ど
に
つ
い
て

�
心
配
さ
れ
る
路
線
入
り
口
付

近
で
の
土
地
買
収
交
渉
不
能
状

態
の
真
偽
は
。
住
民
福
祉
を
最

優
先
し
て
少
な
い
予
算
を
や
り

繰
り
し
て
計
画
・
着
工
さ
れ
た

優
先
す
べ
き
工
事
。
こ
の
ま
ま

手
を
こ
ま
ね
い
て
工
事
を
放
置

す
る
の
か
、
迂
回
路
を
検
討
し

て
い
る
の
か
、
強
権
に
訴
え
て

も
初
期
の
計
画
を
成
就
す
る
覚

悟
が
あ
る
の
か
。

合
併
問
題
を
含
め
て
、
町
と
し

て
の
意
思
と
町
施
策
の
優
先
順

位
の
決
定
は
、
そ
の
透
明
性
を

は
か
っ
て
町
民
の
理
解
を
得
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
。
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本
町
に
は
災
害
危
険
箇
所
と

し
て　

箇
所
に
及
ぶ
災
害
危
険

５８

箇
所
が
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　

防
災
の
危
機
管
理
が
叫
ば
れ

て
い
る
こ
の
時
期
に
、
地
す
べ

り
危
険
箇
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
菅
生
平
地
区
の
山
林
で
、
亀

裂
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
４

月　

日
地
元
住
民
か
ら
通
報
を

２６
受
け
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
、

地
す
べ
り
の
危
険
性
が
有
り
、

住
民
の
安
全
確
保
が
優
先
と
言

う
事
か
ら
、
災
害
対
策
基
本
法

に
基
づ
き
「
平
地
区
地
す
べ
り

に
伴
う
村
田
町
災
害
対
策
本

部
」
を
町
当
局
が
設
置
し
、
自

主
避
難
か
ら
避
難
指
示
を
出
し

ま
し
た
。
県
と
町
の
業
務
分
担

に
よ
る
各
種
の
対
応
策
、
又
、

外
部
支
援
及
び
数
多
く
の
町
民

の
皆
様
方
か
ら
ご
支
援
を
頂
き

避
難
住
民
は
５
月　

日
よ
り
仮

１６

設
住
宅
で
の
避
難
生
活
を
送
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
ご
支
援
、

激
励
を
賜
り
ま
し
た
町
民
の
皆

様
、
関
係
機
関
の
皆
様
に
対
し

ま
し
て
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

現
在
は
、
応
急
対
策
工
事
と
し

て
変
位
の
沈
静
化
を
目
的
と
し

た
押
さ
え
盛
土
工
及
び
排
水

ボ
ー
リ
ン
グ
工
を
行
っ
て
お
り
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
現
場

に
適
合
し
た
恒
久
対
策
工
事
に

早
期
着
手
し
て
頂
き
た
た
く
切

に
思
う
所
で
あ
り
ま
す
。

　

県
内
に
は
、
地
す
べ
り
防
止

法
に
基
づ
く
地
す
べ
り
危
険
箇

所
が
１
０
５
箇
所
あ
り
、
そ
の

内　

箇
所
が
地
す
べ
り
防
止
区

３５
域
と
認
定
さ
れ
、
現
在
対
策
工

事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
中

に
平
地
区
も
含
ま
れ
、
地
す
べ

り
防
止
区
域
内
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
今
回
地
す
べ
り
が
発

生
し
た
場
所
は
、
斜
面
崩
壊
の

判
断
は
困
難
な
状
況
と
の
事
で

あ
り
ま
す
。

　

梅
雨
時
期
を
迎
え
、
避
難
指

示
解
除
の
見
通
は
立
っ
て
い
な

い
状
況
下
で
、
平
地
区
地
す
べ

り
に
対
す
る
対
応
策
に
付
い
て

総
体
的
に
お
伺
い
致
し
ま
す
。

①
こ
れ
ま
で
行
っ
た
県
の
対
応

と
町
の
対
応
策
の
詳
細
説
明

②
県
に
対
し
て
行
っ
た
支
援
、

協
力
要
請
の
中
身
と
見
通
は

③
避
難
住
民
に
対
し
今
後
ど
の

様
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る

の
か

④
地
す
べ
り
地
帯
の
恒
久
対
策

工
事
の
実
施
見
通
と
避
難
指
示

解
除
は
ど
う
な
る
か

　

次
に
、
菅
生
地
区
の
町
に
菅

生
簡
易
郵
便
局
が
開
設
さ
れ
、

多
く
の
住
民
が
利
用
致
し
て
お

り
ま
し
た
が
、　

年
間
に
お
よ

６０

ぶ
郵
便
取
り
扱
い
業
務
が
、
４

町
長

①
当
該
地
区
は
昭
和　

年
建
設

６２

省
の
告
示
に
よ
り
地
す
べ
り
防

止
区
域
の
指
定
を
さ
れ
て
い
る

事
か
ら
現
場
対
応
は
宮
城
県
が

行
っ
て
い
る
。
避
難
住
民
は
住

民
と
直
結
し
て
い
る
地
方
公
共

団
体
の
町
が
担
当
し
、
平
地
区

地
す
べ
り
に
伴
う
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
た
。

②
早
急
な
る
工
事
対
策
の
策
定

と
仮
設
住
宅
、
人
的
、
町
政
の

財
政
支
出
に
伴
う
金
銭
的
支
援

が
主
た
る
も
の
で
あ
る
。

③
５
月　

日
仮
設
住
宅
へ
の
移

１６

設
に
伴
い
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確

保
が
出
来
た
も
の
と
思
う
。
今

後
は
心
の
ケ
ア
と
一
時
帰
宅
に

柔
軟
に
対
処
す
る
よ
う
考
え
る
。

④
仮
設
応
急
工
事
を
行
い
、
恒

久
的
な
工
事
は
こ
れ
か
ら
調
査
、

対
応
の
検
討
に
入
る
。

○
菅
生
簡
易
郵
便
局
に
つ
い
て

　

村
田
郵
便
局
を
経
由
し
郵
政

委
託
業
務
契
約
申
込
み
を
日
本

郵
政
公
社
に
行
い
、
手
続
審
査

を
経
て
９
月
頃
ま
で
に
は
業
務

開
始
が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。

恒
久
的
工
事
は
こ
れ
か
ら

　
　

調
査
対
応
を
検
討

菅生出張所（簡易郵便局予定）

太 田 初 美 議員

菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅生生生生生生生生生生生生生生平平平平平平平平平平平平平平地地地地地地地地地地地地地地区区区区区区区区区区区区区区のののののののののののののの地地地地地地地地地地地地地地すすすすすすすすすすすすすすべべべべべべべべべべべべべべりりりりりりりりりりりりりり対対対対対対対対対対対対対対応応応応応応応応応応応応応応策策策策策策策策策策策策策策とととととととととととととと菅生平地区の地すべり対応策と
菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅菅生生生生生生生生生生生生生生簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡簡易易易易易易易易易易易易易易郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵便便便便便便便便便便便便便便局局局局局局局局局局局局局局開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててて菅生簡易郵便局開設について

月　

日
を
も
っ
て
一
時
閉
鎖
と

３０
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

菅
生
簡
易
郵
便
局
が
、
地
域

に
果
し
て
い
る
役
割
は
大
変
大

き
か
っ
た
も
の
と
認
識
を
致
し

て
お
る
所
で
あ
り
ま
す
が
、
地

域
住
民
は
戸
惑
い
と
不
安
を
抱

い
て
お
り
ま
す
。
本
町
と
し
て

の
地
域
性
を
鑑
み
受
託
運
営
を

検
討
し
て
い
る
と
の
事
で
す
が
、

菅
生
簡
易
郵
便
局
開
設
の
進
捗

状
況
と
対
応
策
を
お
伺
い
致
し

ま
す
。
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１　

三
町
合
併
に
つ
い
て

　

今
更
と
い
う
感
じ
で
す
が
、

三
町
合
併
の
進
捗
状
況
が
全
然

見
え
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

町
長
は
自
ら
の
意
思
表
示
を
し

町
民
の
審
判
を
仰
ぐ
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お

尋
ね
致
し
ま
す
。

２　

竹
の
内
処
分
場
に
つ
い
て

　

竹
の
内
処
分
場
が
３
月
以
来
、

宮
城
県
・
村
田
町
・
住
民
と
の
合

同
に
よ
る
「
検
討
委
員
会
」
が
持

た
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
検
討

委
員
会
が
発
足
し
て
以
来
、
進

捗
状
況
が
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
不

法
投
棄
分
、
又
許
可
容
量
を
超

え
た
分
に
つ
い
て
は
早
急
に
撤

去
し
て
ほ
し
い
で
す
。
現
在
も

地
目
が
田
ん
ぼ
で
あ
る
以
上
、

早
急
に
地
権
者
に
田
ん
ぼ
と
し

て
引
き
渡
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
考
え
を
お
尋
ね
致

し
ま
す
。

　

周
辺
道
路
に
つ
い
て
は
降
雨

の
度
毎
に
道
路
が
冠
水
し
、
通

学
や
通
勤
、
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。
県
と

の
関
わ
り
が
あ
り
な
か
な
か
難

し
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
ど
ん

な
方
法
か
で
せ
め
て
子
供
達
が

通
学
で
き
る
よ
う
な
暫
定
的
な

方
策
で
も
す
べ
き
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

３　

道
路
交
通
網
整
備
に
つ
い
て

　

３
月
議
会
に
て
町
長
は
、
新

総
合
計
画
に
定
め
る
快
適
な
暮

ら
し
の
生
活
環
境
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
消
防
車
の
通
行
や

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
重
点
を

置
い
た
改
良
工
事
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
と
し
て
、
各
道
路

網
の
説
明
を
さ
れ
ま
し
た
。
順

次
、
改
良
工
事
を
施
工
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
大
変
結
構
な
事
で

す
が
、
沼
辺
の
中
心
地
で
あ
る

寄
井
地
区
は
戸
数
も
密
集
し
て

お
り
、
そ
の
割
に
は
ほ
と
ん
ど

手
付
か
ず
で
す
。
寄
井
地
区
内

道
路
は
自
動
車
が
１
台
通
る
の

が
や
っ
と
の
こ
と
で
、
交
差
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。こ
れ
で

は
緊
急
時
に
消
防
自
動
車
等
が

立
ち
往
生
で
す
。
請
願
路
線
で

な
く
て
も
必
要
度
の
高
い
と
こ

ろ
は
早
急
に
道
路
の
拡
幅
改
良

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
町

長
の
考
え
を
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

４　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
設
置
に

つ
い
て

　

沼
辺
体
育
セ
ン
タ
ー
跡
地
利

用
に
つ
い
て
、
先
日
千
塚
寄
井

の
老
人
会
有
志
よ
り
、
老
人
の

体
力
増
強
・
増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
是

非
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
作
っ
て

ほ
し
い
、
建
物
を
建
て
る
ま
で

の
間
で
い
い
か
ら
、
建
物
を
作

必
要
な
路
線
に
つ
い
て
大
字
単

位
を
基
本
と
し
て
各
地
域
に
均

等
に
事
業
を
配
分
し
、
整
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

４　

沼
辺
体
育
セ
ン
タ
ー
跡
地

の
利
用
に
つ
い
て
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
要
望
・
意
見
等
を
直
接

拝
聴
し
ま
し
た
。
地
元
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
体
育
指
導
員
、

公
民
館
運
営
審
議
委
員
、
地
元

の
行
政
委
員
等
と
話
し
合
い
を

し
、
福
祉
施
設
の
整
備
等
を
視

野
に
入
れ
な
が
ら
慎
重
に
検
討

を
加
え
、
前
向
き
に
検
討
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
長

１　

合
併
の
是
非
は
町
民
の

方
々
の
思
い
を
確
認
し
、
最
終

的
に
は
町
長
と
し
て
の
責
任
の

下
、
判
断
を
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
法
の
下
、

合
併
協
議
会
と
い
う
機
関
で
三

町
合
併
を
視
野
に
入
れ
て
協
議

を
行
っ
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、

淡
々
と
そ
の
状
況
を
見
守
っ
て

ほ
し
い
。
そ
の
結
論
は
町
長
が

す
る
の
で
は
な
く
、
町
民
が
す

る
の
で
す
か
ら
、
新
市
計
画
を

早
く
立
派
な
や
つ
を
作
成
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
を
深
め

て
い
き
た
い
。

２　

竹
の
内
処
分
場
に
つ
い
て

は
許
可
区
域
外
へ
埋
め
ら
れ
た

廃
棄
物
、
及
び
許
可
容
量
を
超

え
て
埋
め
ら
れ
た
不
法
投
棄
分

の
全
量
撤
去
は
、
知
事
に
強
く

申
し
上
げ
て
い
る
。

３　

道
路
交
通
網
に
つ
い
て
は
、

請
願
路
線
、
町
の
施
策
と
し
て

合
併
に
つ
い
て
は
最
終
的

に
は
町
長
と
し
て
の
責
任

で
判
断
を
す
る

る
場
合
は
速
や
か
に
明
け
渡
す

と
い
う
こ
と
で
、
依
頼
さ
れ
ま

し
た
。
健
康
増
進
の
た
め
、
是

非
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
町
長

の
考
え
を
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

大 内 敬 子 議員

当当当当当当当当当当当当当当面面面面面面面面面面面面面面のののののののののののののの課課課課課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題題題題題ににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててて当面の課題について

町内のゲートボール場
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本
町
の
幾
多
の
山
積
し
た
行

政
課
題
を
取
り
上
げ
、
そ
の
対

策
を
町
当
局
に
質
し
ま
す
。

一　

三
町
合
併
に
つ
い
て

①
今
、
三
町
合
併
協
議
会
で
「
新

市
の
事
務
所
の
位
置
」
に
つ
い

て
三
町
の
町
長
の
意
見
が
分
か

れ
て
お
り
ま
す
。
村
田
町
の
佐

藤
町
長
は
新
庁
舎
建
設
を
要
望

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
長
の
三

町
合
併
に
お
け
る
新
庁
舎
建
設

の
位
置
づ
け
と
政
治
的
真
意
を

伺
う
。

②
町
独
自
の
自
主
計
画
策
定
は

歳
入
の
予
想
が
難
し
い
状
況
。

住
民
説
明
会
ま
で
策
定
が
で
き

る
も
の
か
、
そ
の
進
捗
を
伺
う
。

二　

道
路
改
良
整
備
に
つ
い
て

①
都
市
計
画
街
路
沼
辺
足
立
幹

線
の
本
年
度
の
用
地
買
収
等
の

事
業
計
画
の
詳
細
を
伺
う
。

②
町
道
高
田
関
場
線
の
用
地
買

収
問
題
で
町
当
局
の
問
題
解
決

の
た
め
の
、
そ
の
経
過
と
結
果

を
伺
う
。

③
千
塚
竹
の
内
線
に
つ
い
て
。

５
月　

日
の
雨
で
冠
水
、
通
行
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止
め
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
幾

度
と
な
く
町
当
局
に
改
良
整
備

を
訴
え
て
き
た
が
、
未
だ
何
の

改
修
も
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

し
っ
か
り
し
た
事
業
計
画
を
伺

う
。

三　

竹
の
内
産
廃
に
つ
い
て

①
県
は
避
難
住
宅
の
確
保
と
健

康
相
談
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
苦
し
ん
で
い
る
住
民
の
身

に
な
っ
て
対
処
し
て
い
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
地
域
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
対
応

策
を
伺
う
。

②
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
水
質
検

査
結
果
、
Ｂ
Ｏ
Ｄ
、
鉛
、
ヒ
素
、

総
水
銀
等
が
基
準
値
を
オ
ー

バ
ー
し
た
。
竹
の
内
処
分
場
は

低
湿
地
の
た
め
度
々
冠
水
し
、

そ
の
汚
水
は
荒
川
に
直
接
放
流

さ
れ
る
。
抜
本
的
汚
水
対
策
を

伺
う
。

③
廃
棄
物
の
撤
去
に
つ
い
て
。

町
長
は
許
可
区
域
外
及
び
超
過

分
の
す
べ
て
の
撤
去
を
求
め
る

と
応
え
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴

う
県
当
局
へ
の
活
動
状
況
と
そ

の
結
果
を
伺
う
。

町
長

一　

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心

事
業
と
し
て
新
庁
舎
建
設
は
必

要
で
あ
る
。

②
説
明
会
に
間
に
合
う
よ
う
策

定
を
急
い
で
い
る
。

二　

①
詳
細
設
計
、
用
地
測
量

の
予
定
。
そ
の
後
、
用
地
買
収

に
入
り
た
い
。

②
安
易
な
売
買
契
約
が
起
因
し

て
い
る
。
今
、
抹
消
依
頼
書
を

提
出
し
て
い
る
。

③
竹
の
内
産
廃
処
分
場
と
の
関

連
の
中
で
解
決
す
べ
き
で
あ
る
。

三　

①
県
と
連
携
し
て
や
っ
て

行
く
。

②
処
分
場
の
全
量
調
査
を
み
て

対
応
す
る
。

③
検
討
委
員
会
の
席
で
県
に
申

し
上
げ
て
い
る
。

四　

①
住
民
と
不
安
、
不
信
を

共
有
し
て
、
継
続
し
て
検
査
を

や
っ
て
行
く
。

②
処
分
物
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に

つ
い
て
は
係
争
中
で
あ
り
、
今

後
、
県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
対

応
し
て
行
く
。

新
庁
舎
建
設
は

　
　
　

必
要
で
あ
る

佐 々 幸 一 議員

主主主主主主主主主主主主主主要要要要要要要要要要要要要要課課課課課課課課課課課課課課題題題題題題題題題題題題題題のののののののののののののの積積積積積積積積積積積積積積極極極極極極極極極極極極極極的的的的的的的的的的的的的的主要課題の積極的　
解解解解解解解解解解解解解解決決決決決決決決決決決決決決をををををををををををををを図図図図図図図図図図図図図図れれれれれれれれれれれれれれ解決を図れ

四　

高
濃
度
重
金
属
含
有
処
分

物
野
積
み
問
題
に
つ
い
て

①
水
質
、
土
壌
検
査
に
お
い
て
、

地
域
住
民
の
不
安
解
消
の
た
め

継
続
的
検
査
と
検
査
方
法
の
検

討
等
、
町
当
局
の
考
え
を
伺
う
。

②
改
善
命
令
後
、
県
は
状
況
を

精
査
中
で
あ
り
、
今
後
の
対
策

を
検
討
中
で
あ
る
。
町
は
県
と

し
協
力
し
て
一
日
も
早
い
問
題

解
決
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
。

カ
ド
ミ
、
鉛
の
処
分
物
の
全
量

撤
去
も
含
め
今
後
の
町
の
対
応

策
を
伺
う
。

千塚竹の内線（平成 14年７月台風６号）

竹の内廃棄物処分場
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こんなことが決まりました

　

政
府
の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
り
、
今
年
度
は

地
方
交
付
税
と
臨
時
財
政
対
策
債
を
加
え
た
額
が
、

前
年
度
に
比
べ
て
２
兆
９
干
億
円
（　

％
）
の
減
と
な

１２

り
、
本
年
度
予
算
編
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
た
。

交
付
税
等
の
一
方
的
削
減
は
、
地
方
財
政
を
深
刻
な

危
機
に
追
い
込
み
、
地
方
自
治
の
根
幹
を
ゆ
る
が
す

も
の
で
あ
り
、
今
後
は
繰
り
返
す
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
。
地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
の
福
祉
の
向
上

を
め
ざ
し
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
税
収
減
や
政

府
の
経
済
対
策
に
と
も
な
う
公
債
費
負
担
の
増
加
に

よ
り
、
き
わ
め
て
き
び
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

一
方
、
地
域
住
民
の
福
祉
施
策
の
充
実
や
地
域
産

業
振
興
な
ど
、
住
民
の
行
政
需
要
に
こ
た
え
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
と
き
に
政
府
が
進

め
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
は
、
地
方
財
政
を
い
っ
そ

う
深
刻
に
し
、
住
民
の
サ
ー
ビ
ス
低
下
を
も
た
ら
す

も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
下
記
の
点
に
つ
い

て
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

一　

地
方
交
付
税
を
大
幅
削
減
す
る
計
画
を
中
止
し
、

財
源
保
障
機
能
と
財
政
調
整
機
能
を
堅
持
し
、
地

域
の
事
情
を
十
分
踏
ま
え
、
平
成　

年
度
を
基
本

１５

に
行
財
政
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う
所
要
総
額
を

確
保
す
る
こ
と
。

一　

生
活
保
護
費
や
義
務
教
育
費
な
ど
、
福
祉
・
教
育

に
関
す
る
国
庫
補
助
員
負
担
制
度
を
堅
持
す
る
こ

と
。

一　

税
源
移
譲
に
あ
た
っ
て
は
、
税
源
基
盤
の
脆
弱

な
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
地
方
交
付
税
を
充

実
す
る
な
ど
の
特
段
の
配
慮
を
お
こ
な
う
こ
と
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣　

財
務
大
臣

地
方
交
付
税
の
大
幅
削
減

の
中
止
を
求
め
る
意
見
書

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
法
は
、
憲
法
・
教
育
基
本
法

に
定
め
ら
れ
た
国
民
の
教
育
権
を
保
障
す
る
た
め
「
国

が
必
要
な
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
教
育
の
機

会
均
等
と
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
」
と
し
た
法
律
で
す
。

　

し
か
し
、
昭
和　

年
度
予
算
で
義
務
教
育
費
国
庫
負

６０

担
金
か
ら
旅
費
・
教
材
費
が
除
外
さ
れ
て
以
来
、
こ
の

間
に
恩
給
費
、
共
済
費
の
追
加
費
用
等
が
除
外
さ
れ
ま

し
た
。
平
成　

年
度
に
は
退
職
手
当
・
児
童
手
当
が
国

１６

庫
負
担
金
か
ら
は
ず
さ
れ
ま
し
た
。
い
ま
、「
三
位
一

体
の
改
革
」
の
な
か
で
、「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
見
直
し
」
が
大
き
な
焦
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

総
務
省
な
ど
か
ら
は
、「
平
成　

年
度
ま
で
に
義
務

１８

教
育
費
国
庫
負
担
金
全
体
の
一
般
財
源
化
」、
さ
ら
に

改
革
の
前
倒
し
と
し
て
「
学
校
事
務
職
員
な
ど
の
給
与

等
の
一
般
財
源
化
（
制
度
か
ら
適
用
除
外
）」
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
義
務
教
育
費
の
国
庫
負
担
金
が
全
額
削

減
さ
れ
る
と
、
地
域
に
大
き
な
教
育
格
差
を
生
じ
さ
せ

て
し
ま
い
ま
す
。「
三
位
一
体
の
改
革
」
で
は
、
削
減
額

の
全
額
を
地
方
に
税
源
移
譲
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
移
譲
さ
れ
た
と
し
て
も　

道
府
県
で
現
在
の
国
庫

３８

負
担
金
額
よ
り
税
源
移
譲
額
が
下
回
る
試
算
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
道
府
県
で
は
深
刻
な
財
源
不
足

に
陥
り
、
現
行
の
教
職
員
配
置
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

都
道
府
県
ま
で
広
が
っ
て
き
た
少
人
数
学
級
の
取
り

４２組
み
も
、
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
政
府
は
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
に
規
定
さ
れ

た
「
教
育
の
機
会
均
等
」
を
保
障
す
る
た
め
に
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
を
堅
持
し
、
学
校
事
務
職
員
・
栄

養
職
員
を
同
国
庫
負
担
制
度
の
対
象
か
ら
除
外
し
な
い

よ
う
要
望
致
し
ま
す
。

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長　

内
閣
総
理
大
臣

　
　
　
　

財
務
大
臣　

文
部
科
学
大
臣　

総
務
大
臣

義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
等
を
求
め
る
意
見
書

　

人
事
院
は
、
本
年
度
の
勧
告
で
寒
冷
地
手
当
の
抜

本
見
直
し
を
行
う
方
針
を
固
め
、
4
月　

日
に
は
、
寒
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冷
地
手
当
の
支
給
対
象
地
域
の
見
直
し
案
を
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
直
し
案
は
、
寒
冷
積

雪
地
の
生
活
実
態
や
地
域
の
実
情
を
全
く
顧
み
な
い

も
の
で
あ
る
ば
か
り
か
、
寒
冷
地
手
当
制
度
の
意
義

さ
え
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

寒
冷
地
手
当
は
、
寒
冷
積
雪
地
に
働
き
、
生
活
す
る

も
の
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

し
か
も
、
支
給
対
象
者
が
公
務
員
労
働
者
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
民
間
企
業
労
働
者
、
農
協
な
ど
団
体
職
員
、

政
府
・
地
方
自
治
体
関
連
職
員
な
ど
多
数
が
準
拠
し
て

お
り
、
見
直
し
の
影
響
は
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
見
直
し
に
よ
っ
て
地
域
経
済
に
も

大
き
な
打
撃
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
す
。
地
域
経

済
は
長
引
く
不
景
気
に
よ
り
疲
弊
し
て
お
り
、
寒
冷

地
手
当
の
見
直
し
に
よ
る
消
費
縮
小
が
地
域
経
済
の

さ
ら
な
る
悪
化
に
結
び
つ
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
政
府
及
び
人
事
院
に
お
い
て
は
、
本
年
の

人
事
院
勧
告
や
給
与
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
よ

う
な
事
情
を
十
分
に
配
慮
し
、
現
在
の
寒
冷
地
手
当

制
度
や
支
給
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
強
く
要
請
し
ま

す
。

提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣

　
　
　
　

文
部
科
学
大
臣　

厚
生
労
働
大
臣

　
　
　
　

総
務
大
臣　

人
事
院
総
裁

寒
冷
地
手
当
見
直
し
に

関
す
る
意
見
書
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総
務
常
任
委
員
会

■
町
税
に
つ
い
て

　

町
税
は
、
普
通
税
と
目
的
税
に

２
分
類
さ
れ
ま
す
。

　

普
通
税
に
は
、
①
町
民
税
（
個

人
・
法
人
）　

②
固
定
資
産
税
（
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）
③
軽
自

動
車
税
（
原
付
自
転
車
・
二
輪
小

型
自
動
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・

軽
自
動
車
）
④
町
た
ば
こ
税
が
あ

り
ま
す
。

　

目
的
税
に
は
、
①
入
湯
税
②
国

民
健
康
保
険
税
が
あ
り
ま
す
。

■
町
税
等
収
納
特
別
対
策
本
部
に

よ
る
活
動
状
況

　

景
気
低
迷
の
長
期
化
に
よ
り
、

納
税
の
滞
納
者
の
増
加
に
と
も

な
い
、
未
納
額
も
年
々
増
加
傾
向

に
あ
り
本
町
の
行
財
政
運
営
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
収
納

対
策
本
部
に
よ
っ
て
徴
収
事
務

の
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

■
活
動
状
況

�
戸
別
訪
問
に
よ
り
徴
収
対
策

を
実
施

�
催
告
通
知
送
付
・
財
産
調
査
着

手
予
告
通
知
書
送
付

�
夜
間
納
税
相
談
開
設
等
の
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

○
委
員
会
所
見

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環

境
は
年
々
厳
し
く
な
り
、
雇
用
や

所
得
環
境
が
依
然
と
し
て
回
復

傾
向
に
向
か
っ
て
い
な
い
状
況

を
反
映
し
、
税
収
の
伸
び
悩
み
や

滞
納
の
増
加
等
行
財
政
運
営
に

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。
税
は
国
民
の
義

務
で
あ
り
、
税
に
よ
っ
て
生
活
環

境
、
社
会
福
祉
の
整
備
等
の
充
実

が
図
ら
れ
文
化
的
な
生
活
を
営

む
に
は
、
更
な
る
納
税
を
促
す
啓

蒙
活
動
と
整
備
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

町税の賦課、徴収 General　Affairs

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常
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教
育
民
生
常
任
委
員
会

■
竹
の
内
処
分
場
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
結
果
に
つ
い
て

　

調
査
の
結
果
全
７
ヶ
所
の
調
査

地
点
よ
り
国
の
基
準
値
を
上
回
る

鉛
が
測
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

原
因
は
特
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
処
分
場
の
地
下
水
の
水
質

を
調
べ
る
と
、
７
地
点
全
て
に
お

い
て
鉛
が
基
準
値
を
上
回
り
、
そ

の
ほ
か
に
ヒ
素
と
水
銀
が
２
〜

３
ヶ
所
で
基
準
値
を
超
え
て
お
り

ま
し
た
。

　

県
で
は
処
分
場
外
の
水
質
調
査

で
は
基
準
値
を
上
回
っ
て
は
い
な

い
と
強
調
す
る
一
方
、
悪
臭
な
ど

の
原
因
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
今

後
共
継
続
し
て
調
べ
る
と
し
て
い

る
。
地
元
と
し
て
は
廃
棄
物
の
撤

去
が
必
要
と
指
摘
す
る
。

■
県
設
置
「
村
田
町
竹
の
内
地
区

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
総
合
対

策
検
討
委
員
会
」
に
つ
い
て

�
目
的　

村
田
町
竹
の
内
地
区
産

業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
廃
止

に
向
け
た
対
策
を
総
合
的
に
検

討
す
る

�
委
員　

村
田
町
長
が
推
薦
す
る

住
民
（
７
名
）、
学
識
経
験
者

（　

名
）、
村
田
町
長
が
指
名

１０
す
る
町
職
員
（
１
名
）、
県
職
員

（
２
名
）

■
竹
の
内
地
区
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
の
廃
止
に
向
け
て
の
今
後

の
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
浸
出

水
対
策
・
発
生
ガ
ス
対
策
・
有
害

物
質
対
策
な
ど
早
急
に
検
討
し
て

い
た
だ
き
、
出
来
る
も
の
か
ら
直

ち
に
対
処
し
て
も
ら
う
よ
う
、
町

と
し
て
も
検
討
委
員
会
、
あ
る
い

は
機
会
あ
る
度
に
住
民
の
方
々
と

共
に
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

○
委
員
会
所
見

　

検
討
委
員
会
も
設
置
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
処
分
場
の
廃
止
に
関
し
て

具
体
的
・
専
門
的
に
検
討
す
る
が
、

「
検
討
委
員
会
が
出
来
た
か
ら
安

心
で
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
が
大
変

で
終
わ
り
で
は
な
い
」「
対
策
も
必

要
だ
が
、
ま
ず
住
民
が
困
っ
て
い

る
問
題
を
先
に
や
っ
て
欲
し
い
」

「
引
き
延
ば
さ
な
い
で
早
く
や
っ

て
欲
し
い
」
な
ど
、
切
実
な
意
見

が
出
た
。
早
急
に
検
討
委
員
会
・

専
門
部
会
の
結
論
を
出
し
、
対
策

本
部
も
今
後
の
対
応
を
迅
速
に

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

一
日
も
早
い
環
境
整
備
を
行
い
、

住
民
が
不
安
の
な
い
生
活
が
出
来

る
よ
う
町
も
強
く
県
に
要
望
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

竹の内産業廃棄物処分場の廃止に向けて Education　and　publicwelfar

委員会　風景
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

  
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

「
米
政
策
改
革
大
綱
」
が
平
成　
１４

年　

月
に
決
定
さ
れ
、
こ
の
大
綱

１２
に
基
づ
き
具
体
的
な
政
策
が
平
成

　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

１６最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
米
づ
く
り

の
本
来
あ
る
べ
き
姿
」
を
平
成　
２２

年
ま
で
に
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、

遅
く
て
も
平
成　

年
度
に
は
農
業

２０

者
や
農
協
な
ど
農
業
者
団
体
が
主

役
と
な
っ
た
需
給
調
整
を
実
現
す

る
姿
を
構
築
す
る
こ
と
を
明
確
に

打
ち
出
し
た
点
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
始
ま
る
新
し

１６

い
政
策
は
、　

年
度
ま
で
の
３
ヶ

１８

年
の
施
策
と
な
り
ま
す
。

■
平
成　

年
度
村
田
町
配
分
面
積

１６

　

に
つ
い
て

①
米
の
作
付
目
標
面
積

６
百　

・
４
�

５７

（
目
標
数
量
…
３
千
２
百　

ｔ
）

８３

②
配
分
対
象　
　

全
稲
作
農
家

※
配
分
対
象
は
、
１
�
以
上
耕

作
し
て
い
る
農
家
全
て

③
目
標
配
分
率　

・
１
％

６８

　

※
生
産
調
整
配
分
率　

・
９
％

３１

　
　

（
前
年　

・
４
％
）

３４

④
加
工
用
米
予
定
数
量 

　

２
千
袋
（
１
袋　

�
）

３０

■
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

水
田
農
業
推
進
『
六
つ
の
方
策
』

①
売
れ
る
米
づ
く
り

②
需
要
に
応
え
る
土
地
利
用
型
作

物
生
産
の
本
作
化

③
飼
料
作
物
の
生
産
拡
大
に
よ
る

効
率
的
土
地
利
用

④
園
芸
作
物
等
の
生
産
拡
大

⑤
担
い
手
の
育
成
と
生
産
基
盤
の

整
備

⑥
販
路
拡
大
と
地
産
地
消
の
展
開

○
委
員
会
所
見

　

水
田
農
業
構
造
改
革
初
年
度
、

美
味
し
い
村
田
の
米
づ
く
り
を
強

力
に
推
進
致
す
為
に
は
、
良
質
な

水
が
水
田
に
注
が
れ
る
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
な
事
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
と
致
し
ま
し
て
も
こ
の
点

に
最
も
心
を
痛
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
生
活
環
境
課
の
水
質
調
査
結

果
に
よ
り
ま
す
と
、
本
町
の
全
て

の
河
川
に
お
い
て
稲
作
経
営
に
何

ら
支
障
が
な
い
と
の
調
査
結
果
で

あ
り
ま
す
。

　

委
員
会
に
お
い
て
は
、
町
に
対

し
今
後
一
層
の
水
質
向
上
の
為
の

努
力
と
、
啓
蒙
活
動
等
の
展
開
に

期
待
し
ま
す
。

生産調整推進対策 Industry　and　Construction

議議会会用用語語一一口口メメモモ
『議場』とは…

　議会本会議が開かれる場所を「議場」

と言います。議場は、議会活動の中心と

なる神聖な会議の場所です。

　議場における席の配置は、議員の「議

席」と町執行部の「執行部席」が対面す

る形になっています。

　議員は決められた議席に座ります。議

席番号は議長席から見て最前列の左端か

ら１番とし、順次右端に及び、後ろの２

列目以降に同様に付されています。

　議員は議会に出席の際、議席机上の氏

名標を立てます。

　本町議会の議場は、役場の３階にあり

ます。議会開催中は傍聴することができ

ますので、どうぞお越しください。

　

７
月
１
日
付
け
で
議
会
事
務
局

職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た

お詫びと訂正をします
　むらたまち議会だより（49号・２００４・５・１発行）の内容に

一部誤りがありましたので訂正させていただきます。

○第１回臨時議会の物品取得（21 ページ）の取得価格「８千

４００万円」は、「８４０万円」の誤りでした。

○１６年度議会開会計画（最終ページ）の６月定例会開会日

「６月１３日」は、「６月１６日」の誤りでした。

　今後このようなことのないように委員一同慎重に編集したい

と思います。

新係長

半 澤 祥 文
（農林振興課主査）

前次長

高 橋 俊 雅
税務課参事兼

収納対策室長（ ）



¡
¡

1
¡

COUNCIL DIARYCOUNCIL DIARY



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile ()
  /CalRGBProfile (Adobe RGB \0501998\051)
  /CalCMYKProfile (Japan Standard v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Perceptual
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


